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　本研究内容は本科卒業研究，専攻科特別研究に適用するとともに，本年度から本科で実施中の授
業「データサイエンス概論」においても事例として紹介した．特にものづくりにおける異常診断は
品質管理や生産歩留まり防止に非常に重要であるため，本校学生は全員が獲得すべき技術である．

 研究実績の概要

　Society5.0が推進される現在，データサイエンスの活用方法について様々な提案がなされてい
る．当校が従前から得意とする「ものづくり製造業」においても，故障診断や品質保証の面でデー
タ解析を通常ツールとして使いこなすことが望まれている．ただし，データの解析自体は数理やプ
ログラミングを学ぶことで実施可能であるが，最も重要なのは異常の判断であり，様々な条件から
異常状態を検知しなければならない．また，異常の観察は時系列的に判断しなければならないこと
が多く，状態が変化していく過程でも異常の区別を行わなければならない．そこで本研究では異常
状態の検出が可能な機械学習アルゴリズム（オートエンコーダ）に注目して，静的及び動的な解法
例を作成し，異常診断の基本形を確立した．
　具体的には卒業研究を通じて，以下に示す2例の適用を行っている．
(1)静的事例：計測波形の分別　　　　　　　　(2)動的事例：歩行データの異常検出

　両事例はPythonプログラミング言語で実現しており，ソースコードも公開可能である．また，実
際のサンプルデータを同梱することで初心者でも動作検証が可能となるセットを作成した．
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